
品貸付収入 300 300 300 0

差引一般財源 58,856 58,856 58,841 15

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
5. 農林水産業費 2. 佐倉草ぶえの丘管理運営事業

1. 農業費

3. 農業振興費 農政課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 59,141 15 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

財産収入

300 59,156 300 58,856

300 59,156 300 58,856

　条例に基づき設置目的を効果的に達成するため、地方 　農林水産資源の多目的利用を推進し、地域産業の振興 　施設の健全な管理運営と都市住民と農村住民の交流に

自治法第244条の2第3項の規定により、指定管理者に管理を行わせるも を図るとともに、体験及び学習を通じて市民の健全な心身の保持に資す よる農業理解及び地域農業の活性化を図る。

のとするとともに、事業の推進を図り、地域農業の振興に資する。 ることを目的とする。

　昭和54年度の開園から30年以上が経過し、施設 　平成21年度から平成25年までの5年間、佐倉草

の老朽化が進んでおり維持管理経費の負担増が見込まれる。研修センタ ぶえの丘指定管理者である山万グループと新たな協定書を締結し管理運

ーであるため教育的要素が多分にあるので、農政課から教育委員会サイ 営を実施している。

ドへの移行も必要である。指定管理者による管理運営期間は、平成21年

から平成25年までの5年間となった。

11 2,108 2,259 △151

13 56,000 56,000 0

14 882 882 0

16 01 01 02 01 00 物


